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ここでは、ﾏｰｶｰ入力で得られた信号を基に解析作業をする流れを説明します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～～～以下、作業の詳細説明です。～～～ 

 

W0051(31) Menuﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ でﾃﾞｰﾀ検索をｸﾘｯｸし、W0051A(31A)のUSBﾒﾓﾘｰに記録され

たﾃﾞｰﾀ（解析する元ﾃﾞｰﾀ）を選択し、それを４列CSVﾃﾞｰﾀに変換します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ動揺計にﾏｰｶｰ信号を入力した場合の解析方法 

（作業手順） 

 

W0051(31) Menu ｿﾌﾄ にて取得ﾃﾞｰﾀの変換、及び確認をします。 

 

 W0062（KCBT.menu） ｿﾌﾄにて 上記のﾏｰｶｰ信号を基に 

速度、距離を演算し、５列ﾃﾞｰﾀを作成します。 

 

W0048 Menu ｿﾌﾄ で、２項で得られた５列ﾃﾞｰﾀを基に解析します。 

 
得られた結果を保存（電子ﾌｧｲﾙ、印刷等）し、管理します。 

１ 

１ 

２ 

３ 

変換元ﾃﾞｰﾀを選択 
生成する４列 CSV ﾃﾞｰﾀのﾌｧｲﾙ名 

変換 
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変換後、動揺ﾁｬｰﾄをｸﾘｯｸし４列目にﾏｰｶｰ信号が記録されていることを確認して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

KCBT menu(W0062)ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを開きﾏｰｶｰ信号をｸﾘｯｸします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

ﾏｰｶｰ信号 
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W0051(31)ｿﾌﾄで作った 4 列 CSV ﾃﾞｰﾀ 

ﾏｰｶｰを押した間隔の設定ﾎﾞﾀﾝ 

開始キロ程等の設定 

上記の設定が完了したら 
変換ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸ 

ﾁｪｯｸ 

Ｋﾁｬｰﾄﾃﾞｰﾀ生成ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸ 
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５列 CSV に変換 
※ﾏｰｶｰ信号を元に速度、距離を演算します。 

4 列 csv ﾃﾞｰﾀ格納ﾌｫﾙﾀﾞ内に ***_5.csv が生成されます。 

ここまでが、ﾏｰｶｰで入力した 4列ﾃﾞｰﾀを 

速度、距離に変換した 5列ﾃﾞｰﾀにする作業です。 

速度  距離 

保存するﾌｧｲﾙ名 
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W0048 Menuﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ×印は使用しません。 

使用するのは、・乗り心地線図解析 ・動揺ﾁｬｰﾄ５ です。 

 

（１）動揺ﾁｬｰﾄ５で、速度・距離が正しく変換されているか確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここから、解析作業です。 

３ 

速度 
 
距離 
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（２）乗心地線図解析 
 

 

 

 

 

 

 

 

（３）演算処理 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）解析 

 

 

 

 

 

 

 

 

KCBTmenu(W0062)で 
作成した 
***_5.csv を参照。 

5 列 CSV をﾁｪｯｸ 

OK 押して、しばらくすると 
下の画面に戻ります。 

前処理 

演算 

解析 
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前処理ﾃﾞｰﾀ（***_5.fd5）を選択、検出基準値を入力して 
解析ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。 （順番：解析 ⇒ 速報 ⇒ Goto Excel ） 
 
 

前処理でできた***_5.fd5 を参照。 

検出基準値を入力。 
検出基準値（2a G） 
 
 

1a 2a 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの動作説明図 

これで解析作業完了です。 

速報ﾎﾞﾀﾝで「著大値ﾘｽﾄ」を生成する。 Goto Excel ﾎﾞﾀﾝで「乗心地線図」を生成する。 

これらの結果を保存（電子ﾌｧｲﾙ化、紙面印刷 等）し、管理します。 

※この図は、fd5 ﾃﾞｰﾀの閾値超過ﾃﾞｰﾀをﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟするｲﾒｰｼﾞです。 
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 （５）やり直し 

    もし、設定した検出基準値が低くて、著大値リストの発生件数が多い場合 

   は、途中の（４）解析の項からやり直しがききます。（２）（３）の前処理 

データが残っていますので、その手順は省くことが可能です。 

   著大値リストの発生件数にはメモリ確保の上限があります。3000件程度 

です。むやみに検出基準値を低く取ることや、長いデータ（2時間を超える） 

を解析する場合には、この発生件数が上限を超えないように検出基準値を大 

きく設定して下さい。 

 

 

【ﾏｰｶｰを押し忘れた場合の対処】 

 

ﾏｰｶｰ入力作業は、押し忘れることのないよう充分な訓練を行い 

習得した上で行ってください。 

 

もし、押し忘れた場合は、押し忘れに気が付いたときにﾏｰｶｰを押して 

強制的に距離（キロ程）合わせをします。 

但し、その時の速度（波形）は乱れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上。 

（速度） 

開始 終着 （距離） 

参考 ｲﾒｰｼﾞ図 

（速度） 


